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★ゆめじゅく編集委員会        

５日 (金) １３時３０分～ 

★回転木馬 

１０日（水）１０時００分～ 

★人権のつどい日 

１１日（木）１９時３０分～２１時  

〒792-0821 新居浜市瀬戸町7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 

E-mail：seto@city.niihama.lg.jp 

 

★ゆめ喫茶 

 １２日（金）１０時～ 

★移動図書館青い鳥号 

９日（火）・２３日（火） 

１４時００分～１４時４０分 

 

★人権・同和教育関係行事 

５日（金）愛媛県隣保館研修会 

(四国中央市土居町) 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月２３日（木）令和８年度ゆめじゅく会総会を開

催しました。 

お忙しい中、ご参加いただきありがとうございまし

た。 

【総会議事】 

１）令和７年度事業報告 

２）令和７年度会計報告 

３）令和７年度会計監査報告 

４）役員改選 

会 長  加藤 昌延 様 

副会長  丹 真忠 様  伊藤トシ子様 

監 事  田宮 千佳子 様 

５）令和８年度事業計画（案） 

６）令和８年度予算（案） 

上記の内容について審議・承認されました。 

ご支援、ご協力をいただきながら、職員一同励んで 

まいりますのでよろしくお願いします。 

新居浜市瀬戸会館活動連絡協議会 

（ゆめじゅく会） 

2026(令和８)年 

 

第３７回四国ブロック隣保館女性職員研修会事前研修より 

「外国人との共存社会づくり」 

５月８日（金）松山市朝生田町「朝生田ふれあいセン

ター」の研修「外国人との共存社会づくり」公益財団法

人 松山国際交流協会評議員 ルース・バージンさん

の講演内容をご報告します。 

近年、日本国内の労働人口減少に伴い外国人労働者

が急速に増加し、（愛媛県は約２万人）生活インフラへ

の影響や多文化共存社会の課題につい解説していただ

きました。 

今回はコミュニケーション能力＝やさしい日本語に

ついて、詳しく解説していただき、日本人が外国人に対

して英語で会話ができると思い込んでいる点や、丁寧

に接しているつもりで使っている敬語が外国人には、

わかりにくいことを知り、外国人に伝わる日本語、言い

方を学びました。これらから「外国人との共存社会づく

り」の根底は人間関係づくりで、外国人に限った事では

なくコミュニケーションの基本は相手を理解する気持

ちから相手に届く言葉選びが大切と思いました。 

                          

５月１１日、今年度 2 回目の人権のつどい日は、人権教育課 鴻上基志人権啓発指導員による

「1945.7.24 in 新居浜」と題したお話でした。 

 

1945（昭和 20）年 7 月 24 日、アメリカ軍により新居浜市に 2 発の模擬爆弾が落とされまし

た。これは長崎型原爆と同形、同質量の巨大爆弾で、ずんぐりと丸い形をし、オレンジ色に塗装され

ていたため、「パンプキン爆弾」と呼ばれていました。 

 当時、原子爆弾の開発を進めていたアメリカは、いよいよ原子爆弾を投下する段階に入っていまし

た。原子爆弾はこれまでの爆弾とは違い特殊な形状・質量であったため、目標をとらえるのがとても

難しい爆弾でした。原爆投下を完遂させるためには、綿密な訓練が必要でした。そこで、アメリカ軍

は、日本全国を訓練場として、原子爆弾に模した「パンプキン爆弾」を用い、訓練を行いました。日

本全土に 49 発が投下され、そのうちの 2 発が新居浜市に投下されました。核物質の代わりに強力

な爆薬が詰め込まれ、模擬原爆とはいえ、その破壊力はすさまじく、全国各地に甚大な被害をもたら

しました。本市では菊本町と惣開町が被害に遭い、合わせて50名ほどが死傷しました。 

 アメリカの原爆投下実行に関わった軍人に、クロード・イーザリーがいます。彼は、爆撃機のパイ

ロットとして、パンプキン爆弾や広島への原子爆弾の投下に関わります。 

 戦後、彼は退役しますが、地獄火に焼かれる広島の人々の幻影に苦しみ続け、心を病んでいきます。

「人がいないところに原爆を落とすべきだった…。」自ら命を絶とうともしました。戦争で心を病ん

だ退役軍人のための施設に入ったこともありました。病んだ心、破滅的な生活の中で、彼は1978年

にガンにより亡くなります。広島作戦に参加した軍人で、ただ一人原爆投下の正当性について疑問視

し続けた人物です。 

 以下は、イーザリーが日本の人たちに書いた手紙の一節です。 

「何故、われわれは戦争をする必要があるのでしょう？戦争は野蛮な行為であり、非人間的なもので

す。戦争は、万物の霊長といわれる人間のやるべきことではありません。私には、広島の廃墟の下

で眠っている人々が泣きながら、平和をもとめて叫んでいる声が聞こえてきます。私は、人間がた

がいに手に手をとりあって、よりよい世界をつくることができるように祈らずにはいられません。」 

自らが犯した罪の重さにさいなまれ、許しを求めるイーザリーの姿がここにあります。 

 

「核兵器」は、使われた人間を不幸にすることはもちろんのこと、使った人間も不幸にします。残念

なことに私たちは、「核兵器」によってバランスを保とうとする「偽りの平和」の中で生きています。 

「核兵器」のない“真の平和”について、私たちは日々考え続けなければなりません。 

そして、参加された方の感想にもありましたが、“真の平和”に向けた歩みを進めなければなりませ

ん。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AI（人工知能）の進化により、「これから多くの仕事がAIに代替される」と言われています。野村総合研

究所とオックスフォード大学の共同研究では、日本の601種類の職業を対象にAI・ロボットによる代替の

可能性を試算しました。（株式会社野村総合研究所・NewsRelease より）その結果、10～20 年後には、

日本の労働人口の約 49％が就いている仕事が AI に代替可能と推測されています。AI が得意とする仕

事は、データ処理や決まったルールで繰り返す「ルーチンワーク」です。例えば、入力作業や単純な計算、定

型文での対応などは今後ますます自動化が進むでしょう。このことから、AI 時代になくなる仕事として、一

般事務員、電車の運転手、スーパー・コンビニの店員、銀行員、警備員、タクシー運転手、コールオペレータ

ー、ホテル客室係、ライター、翻訳家、証券アナリスト、税理士などが挙げられています。 

 しかし、全ての仕事が AI によって代替されるわけではありません。前述の野村総合研究所は、ＡＩやロボ

ットによる自動化が難しい職業には、次の３つの特徴があると述べています。①「創造的思考」（自らの目

的意識に沿って方向性や解を提示する能力）、②「ソーシャル・インテリジェンス」（社会的知性、コミュニケ

ーションや協調性などの能力）、③「非定型」（予め用意されたマニュアル等ではなく、自分自身で何が適

切であるか判断できる能力）。 

この３つの特徴（能力）、すべて重要ですが、「ソーシャル・インテリジェンス」＝社会的知性、コミュニケー

ションや協調性などの能力に注目して、人間にしかできない仕事を考えてみました。 

 具体的には、 

１ 人の命・健康を守る仕事 

  人々の生命や健康を直接支える仕事は社会にとって不可欠な存在です。 

例えば、医師は診断・治療、看護師は患者ケア、介護職員は高齢者や障害のある方の生活支援などを担

っています。これらの仕事では、高度な知識・経験、そして患者さんや利用者の方とのコミュニケーション

能力が求められます。特に医療・介護の現場では、常に変化する状況への迅速かつ柔軟な対応が不可

欠です。AI はデータ処理という点では非常に優れている一方、人の感情や僅かな体調変化を的確に察

知し、温もりあるケアを届けるといった、人間的な感性が求められる対応は困難です。 

２ 心身の健康と生活を支える仕事 

  カウンセラー、セラピスト、ソーシャルワーカーは、 

人々の心身の健康と生活を支える上で不可欠な仕事です。 

それぞれ、カウンセラーは心理的な悩みへの傾聴とサポート、セラピストはリハビリや心理療法による問

題解決、ソーシャルワーカーは福祉サービスを通じた生活の質の向上支援と、専門性を活かして人々に

寄り添います。これらの仕事に共通して求められるのは、深い共感力と高度なコミュニケーション能力で

す。AI はデータ分析に長けていても、人の感情を細やかに理解し、温かい心の繋がりを築くことはできま

せん。 

３ 子どもや若者の学びと心の成長に寄り添う仕事 

  保育士や教師は、子どもや若者の健やかな成長を多方面から支える、かけがえのない役割を担っていま

す。保育士は幼児期における基本的な生活習慣や社会性を育み、教師は学問を教えるだけでなく、児

童・生徒一人ひとりの個性や才能を見つけ、引き出す役割も担っています。これらの仕事に共通して不可

欠なのは、子どもたちとの深い信頼関係と、それぞれの発達段階に応じたきめ細やかなコミュニケーショ

ンです。AI は情報提供には優れていても、個々の子どもの感情や興味関心に寄り添い、その成長を見守

り、導くといった人間的な関わりはできません。教育や保育の現場では、AI 技術を補助的に活用しつつ

も、子どもたちの個性や可能性を最大限に引き出し、豊かな人間性を育むという本質的な役割は、今後

も変わらず人間の保育士や教師が担い続けるでしょう。 

 

 AI が発達しても、コミュニケーション能力や共感能力など、人間らしい能力は仕事に絶対に必要です。共

感や思いやりなど、AI が発展しても必要とされる能力は人間性がベースです。豊かな人間性を育んでいく

ためには、相手の立場に立って考える、自身の成長のために努力するなどを日頃から意識したいものです。 

 

 

 

瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。 

お気軽にご相談ください。 

 

※５月１９日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


